
音楽科学習指導案

日 時 26 11 22 11 05 11 55

年 組 39 18 21

場 所

題 材 ╩ √∟≢ ⇔╟℮
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指導目標
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指導計画

Ɽכ♩ ⅔╟┘

╕≤╘─ （本時はその２時間目）

本時の目標
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「学びのつながり」の視点
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学習の展開
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参考資料 過去３年間の校内合唱コンクール 課題曲・各クラス自由曲

平成２６（２０１４）年度

課題曲 大切なもの （１年：混声三部，２・３年：混声四部，３組：斉唱） 山崎朋子 作詞・作曲

１年１組 合唱組曲「ことばあそびうた」より 1. やんま 5. かぞえうた

谷川俊太郎 作詩 ／ 新実徳英 作曲

１年２組 合唱構成「ぞうれっしゃがやってきた」より 1.サーカスのうた 5.動物を殺せ 10.ぞうれっしゃよはしれ

小出隆司 原作 ／ 清水則雄 作詞 ／ 藤村記一郎 作曲

２年１組 混声合唱組曲「海の詩」より 2. 内なる魚（シーラカンス） 5. 航海

岩間芳樹 作詩 ／ 広瀬量平 作曲

２年２組 混声合唱とピアノのための「新しい歌」より Ⅴ．一詩人の最後の歌

H. C. Andersen 作詩 ／ 山室 静 訳詞 ／ 信長貴富 作曲


